
1．はじめに
富山大学では東日本大震災を契機に，2016年よ

り教養教育科目として「富山から考える震災・復興
学」を開講している。開講当初より段階的にアクティ
ブラーニングの形式を取り入れ現在に至っている。
本報告ではその経緯と意義について述べる。
震災発生から 11年を経過した現在も，被災地の

復旧・復興は十分とは言えない。特に福島第一原発
事故は我々に大きな衝撃を与えた。本学では，発生
直後の 2011年 4月には経済学部等の教員らにより，
東日本大震災を教育テーマとして扱った教養科目授
業が行われた。その後も被災地から講師を招聘した
講演会や，被災地の学生も加えた討論型イベント「ア
カデミックサロン」等が開催された。2014年度には，
経済学部教員に人間発達科学部の教員が加わり，経
済学特殊講義「東日本大震災に学ぶ」が，他学部生
も受講可能な専門科目として開講された。一方，こ
の事故により大量の放射性物質が環境中に放出され
た。食品中の放射能が連日のように報道され，放射
線による健康不安や風評被害が社会に広がった。事
故当時の学長が福島県出身だったこともあり，富山
の地から大学として福島の復興のために何かできる
ことはないかとの働きかけがあり，学内の放射線関
係教員らは，2012年より様々なテーマで市民公開
シンポジウムを開催し，放射線に関する情報発信を
行ってきた。2015年には，東日本大震災を教育テー
マとして授業実践をしてきた文系教員と放射線関係
教員が合流して，「全学一体で取り組む教育研究体
制」が構築された。

2．教養総合科目の立上げ
2016年に，学内の文系及び理系の専門分野の異
なる教員が授業を 1回ずつ担当し，また福島県等の
被災地から講師を招聘し，教養総合科目として「富
山から考える震災・復興学」が立ち上げられた。こ

の授業では，（1）原発の仕組みと課題，放射線の影
響とその利用を自分の視点で学ぶこと，（2）被災地
との連帯感を高め，自分たちの在り方を主体的に考
えること，（3）未曽有の災害が発生したときの心構
えを学ぶことを目標とした。
東日本大震災がこれまでの災害と大きく異なるの
は，地震，津波の被害のほかに原発事故が起こった
ことであり，放射線と原子力発電に関する科学的な
知識が必要であった。それと同時に，震災・復興と
いうテーマは，文系，理系の総合的知識が必要とさ
れるだけでなく，科学的，政策論的に未解決の問題
や意見の分かれる課題に直面し，判断を迫られる場
面が多い。このような場合，科学コミュニケーショ
ンの意識をもってアクティブラーニングを進めるこ
とが有効である 1）。当初一部の授業においてアク
ティブラーニングの形式で授業が進められたが，
2018年からは，担当者のひとりである橋本の助言
をもとに，各教員がアクティブラーニングの手法を
取り入れた。

3．アクティブラーニングによる問題解決のトレー
ニング
アクティブラーニングとは，学修者の能動的な学
修への参加を取り入れた学習法の総称とされてい
る。本授業では，主としてグループディスカッショ
ンを取り入れている（図 1）。アクティブラーニン
グの良い点として，授業に能動的に関わることに
よって知識や思考が深まり，自分の問題として考え
ることができるという特徴がある。更にグループ内
の議論を集約して発表し，教室全体で議論すること
によってコミュニケーション能力を鍛えることがで
きる。また，コミュニケーションがうまく取れた場
合には，達成感を味わうことができる。
開講から 6年目にあたる 2021年度の初回授業で，
学生が本授業に対する期待や関心について自由に記
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載し，その内容を取りまとめた結果を図 2に示す。
1人で複数の項目を挙げているため，正確に学生の
数に比例した割合とはなっていないが，大まかな傾
向を読み取ることができる。当然のこととして，東
日本大震災と震災からの復興に関心が高いことが示
された。それと同時にアクティブラーニング実践へ
の期待が高いことが推察される。
現在，世界中で新型コロナウイルス感染症が猛威
を振るっているが，国内外では，その他にも多くの
災害や社会問題，紛争が次々と起こっている。グロー
バル化や技術革新が進む中，様々な格差や混迷を伴
いながら，社会は正解が簡単には見つからない課題
が山積している状況である。その中で，一人ひとり
が冷静な判断を下し，的確に行動することが求めら
れている。大学生としての学びの中で，そのトレー
ニングをすることの重要性が増している。東日本大
震災当時まだ子どもであった現在の若者の震災に対
する意識は，それほど高くないのが実情である。ア
クティブラーニングの手法により，当時の状況をい

かに自分の問題として考えるかは，まさにその代表
的なトレーニングと言える。

2020年には，この授業実践をもとに，「アクティ
ブラーニングで学ぶ震災・復興学」2）を刊行した。
大学 1年生が文系であれ，理系であれ容易に理解で
きる記述を心がけた。また各章にはアクティブラー
ニングの項目を設けてある。放射線の基礎知識も簡
潔にまとめられているので，教育訓練の場等でも活
用できると思われる。
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図 1　授業風景
1図２ 2021年度 「富山から考える震災・復興学」授業に対する期待・関心を持つ内容
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図 2　本授業に対する期待や関心について
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